
 

橋梁の活荷重の実態を調べる～過積載とその影響 

 

疲労損傷が疑われる場合、その原因となる活荷重の実態を知ることが必須となりま

す。過積載車両がその原因となっているケースが多いといえます。活荷重により橋梁

各部に発生する応力は、設計計算により求められる応力と大きな差があります。特に

主桁の 1 次応力（断面力から計算される応力）は設計応力に比較して極めて低くなり

ます。設計計算が「はり理論」によること、部材間の接合を単純支持としていること

などが原因です。疲労設計において、そのような計算応力をそのまま用いると、過度

の安全側の照査になります。道路橋示方書や鉄道橋設計標準では、実際に生じる応力

（実応力）との差を考慮するために実応力比を導入しています。 

橋梁の損傷度・健全度を検討するには、活荷重の実態を知ることと、橋梁が活荷重に

対してどのような応答特性をするのかを知ることが重要です。応答は橋梁の応力や変

位の実測と FEM などの解析から明らかにします。っどのような計測や解析を行うか

は、疲労損傷の原因調査、余寿命の評価、補修補強をどの程度行うか、など、目的に

よって変わってきます。また、どの程度の精度が必要であるか、リアルタイム処理が

必要か、計測期間はどの程度（日、週、月、年、恒久的）かなどの条件により、用い

るシステム、必要な経費などが異なり適したシステムを採用することになります。疲

労の厳しさを判定するには、最低 1 週間のデータが必要となります。 
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